




　富岡製糸場と絹産業遺産群

フランスの技術を導入した
日本初の本格的製糸工場

瓦屋根に換気設備を取り付けた
近代養蚕農家建築の原型

明治5年（1872）に明治政府が設立した官営の器械製糸工場です。
民営化後も一貫して製糸を行い、製糸技術開発の最先端として国
内養蚕・製糸業を世界一の水準に牽引しました。また、田島家、高山
社、荒船風穴などと連携して、蚕の優良品種の開発と普及を主導し
ました。和洋技術を混交した工場建築の代表であり、長さ100mを
超える木骨煉瓦造の東置繭所、西置繭所や繰糸所など、主要な施設
が創業当時のままほぼ完全に残されています。
平成26年（2014）12月に、繰糸所、東置繭所、西置繭所が国宝に指
定されました。

田島弥平旧宅 通風を重視した蚕の飼育法「清涼育」を大成した田島弥平
が、文久3年（1863）に建てた住居兼蚕室です。間口約
25m、奥行約9mの瓦葺き総2階建てで、初めて屋根に換気
用の越屋根が付けられました。この構造は、弥平が「清涼
育」普及のために著した、『養蚕新論』『続養蚕新論』によっ
て各地に広まり、近代養蚕農家建築の原型になりました。

富岡製糸場には、創業当初の明治初期の建物が、ほぼそのままの形で残されています。

歴史を物語る壮大な建物群

田島弥平旧宅には、住居兼蚕室をはじめ、蚕種製造に関わる
各種建造物が残されています。

蚕種製造に関わる各種建造物

繭から生糸を作る施設で製糸工場の中心となる建物で
す。長さ約140ｍもある長大な木骨煉瓦造建物で、内部
には操業停止時の自動繰糸機が保存されています。

繰糸所
乾燥させた繭を貯蔵しておくために造られた長さ104m
の２階建ての倉庫です。現在、製糸工程に関する道具や
工女たちの暮らしがわかる資料等を展示しています。

西置繭所

富岡製糸場

桑場 井戸

日本の近代養蚕法の標準「清温育」を
開発した養蚕教育機関

高山社跡 明治16年（1883）、高山長五郎は、通風と温度管理を調和
させた「清温育」という蚕の飼育法を確立しました。翌年、
この地に設立された養蚕教育機関高山社は、その技術を全
国及び海外に広め、「清温育」は全国標準の養蚕法となりま
した。明治24年（1891）に建てられた住居兼蚕室は、「清温
育」に最適な構造で、多くの実習生が学びました。

高山社跡には、「清温育」を行うための理想的な住居兼蚕室や
分教場時代の施設が残されています。

風と火を操る蚕室

蚕室 長屋門

風穴から吹き出す冷気

「撮影：瀬脇武」

風穴の全体模型

自然の冷気を利用した
日本で最大規模の蚕種貯蔵施設

荒船風穴 明治38年（1905）から大正3年（1914）頃に造られました。
岩の隙間から吹き出す冷風を利用した蚕種（蚕の卵）の貯
蔵施設で、冷蔵技術を活かし、当時年1回だった養蚕を複数
回可能にし、繭の増産に貢献しました。3基の風穴があり、
貯蔵能力は国内最大規模で、取引先は全国43道府県をは
じめ朝鮮半島にも及びました。

荒船風穴の周辺は、岩の隙間から夏でも2℃前後の冷風が吹き出
しています。この冷風を利用するために、山の斜面に石積みを築
き、そこに土蔵造りの建屋を設け蚕種貯蔵風穴としました。

夏でも冷気が吹き出す石積み

世界
遺産

見どころ　

見どころ　

見どころ　

見どころ　



江戸後期の大型養蚕農家で、地元で名
主を代々務めた旧家です。２階を養蚕
に使い、女性達が活躍しました。

富沢家住宅（中之条町）

永井紺周郎の妻いとが夫亡き後に意
志を継いで設立。「農家の財布の紐は
かかあが握るべし」と説きました。

永井流養蚕
伝習所実習棟（片品村）

永井流養蚕術を確立した
永井紺周郎の妻いとが、養
蚕について講義を行う姿
を描いた掛け軸です。机に
置かれた数枚の種紙から
左手で一枚取り、右手の手
振りを交えて真剣に話す
表情がうかがえます。

永井いと像
（片品村）

大正15年建設。養蚕農家の各家の女性
が座繰りでひいた生糸を持ち寄り、品
質をそろえて共同販売しました。

旧小幡組製糸
レンガ造り倉庫（甘楽町）

大正初期には約７割の世帯が養蚕農
家だった甘楽町で使用された養蚕・製
糸・織物道具や資料333点です。

甘楽町の養蚕・
製糸・織物資料（甘楽町）

「村に養蚕をし
ない家は無く、
製糸をしない女
性は無い」とい
う意味の文があ
る貴重な史料で
す。

甘楽社
小幡組
由来碑
（甘楽町）

桐生に絹織物の技術を伝えたとされ
る白瀧姫の伝説は絹商人や機織り女
達の信仰を集めました。

白瀧神社（桐生市）

明治から戦前まで稼働した大規模撚
糸工場で、場内に学校を置くなど女工
に技術と教育を施しました。

旧模範工場桐生撚糸
合資会社事務所棟（桐生市）

商家と共に織物工場や寄宿舎、銭湯な
どが残り、工場の形態や女工の暮らし
が偲ばれる場所です。

桐生市桐生新町伝統的
建造物群保存地区（桐生市） 明治初期に洋式染色技術を導入した

工場で、日本を代表する七五三帯メー
カーです。

後藤織物（桐生市）
高級織物“お召し”の技術を今に伝え、
手織り機などの道具を公開し女性従
業員が説明や実演をしています。

織物参考館“紫”（桐生市）
ゆかり

かつて女子職員が業務を支えた桐生
織物同業組合の事務所でした。現在は
記念館として展示などをしています。

桐生織物会館旧館（桐生市）

地域の文化や伝統の魅力をひとつの物語として紹介したものが日本遺産
です。物語を読み解くように複数の有形・無形の文化財を訪れることで、こ
れまでとは違った歴史の奥深さや地域の魅力を発見することができます。
平成27年から文化庁が始めた制度で、第1回認定の18件のひとつとして、
「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」が日本遺産となりました。

13の構成文化財

かかあ天下－ぐんまの絹物語－
　かつて群馬では、女性が養蚕や製糸、織物で家計を支えていました。
また、近代になると、女性たちは製糸工女や織手として活躍しました。
働き者の女性達を男性たちは、「おれのかかあは天下一」と褒めたたえ、
これが「かかあ天下」として上州名物になりました。
　「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」は、こうした「かかあ」たちが支え
た群馬の絹産業を13の構成文化財で紹介しています。

日本遺産とは ぐんま絹遺産とは

赤城南麓に多くみられた典型的な養蚕農家で赤
城型民家と呼ばれます。

旧関根家住宅（前橋市）
蚕種業者の田島善平らが蚕種の輸出で横浜に
行った際にキリスト教に触れ、現在の場所に建築
されました。

日本基督教団島村教会（伊勢崎市）
蚕の掃き立てから繭の収穫まで、養蚕飼育の手順
やしぐさを丁寧に表現した神楽の演目です。

下南室太々御神楽の養蚕の舞（渋川市）

碓氷社は、明治11年（1878）に農家が組合員とな
り組織した県内初の組合製糸です。この本社事務
所は、明治38年（1905）に建てられました。

旧碓氷社本社事務所（安中市）
山桑では日本一の巨木で、地元では「養蚕の神」と
して祀られています。

薄根の大クワ（沼田市） 旧新町紡績所（高崎市）

主屋は、江戸時代初期の民家
として、関東地方でも最古級
の建物です。主屋の北側は、
江戸時代から染織工場とし
て使用されていました。

彦部家住宅
（桐生市）

明治時代初頭に創業された
織物工場で、工場は大正８年
（1919）12月に完成し当初は
６連の鋸屋根でした。外壁の
レンガは東京駅のレンガを
製作した埼玉県深谷市内の
工場で作られています。

金谷レース工業
株式会社（桐生市）

急勾配をアプト式の登坂
機構で克服し、当時の重
要な輸出品であった生糸
や繭などを運びました。

碓氷峠鉄道施設
（安中市）

大間々銀行は、繭と生糸の売買の
際の融資を主な目的として、明治
16年（1883）に群馬県最初の私
立銀行として開業しました。この
建物は、大正10年（1921）に建築
されたものです。

旧大間々銀行本店
及び土蔵（みどり市）

群馬県は、古くから絹産業の盛んな地であり、たくさんの絹に関する文化財などが
残っています。群馬県では、県内に残る養蚕・製糸・織物などの絹産業に関わる建造
物や民俗芸能などを「ぐんま絹遺産」として登録し、「ぐんまのたからもの」として
保存活用を図っています。
世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」は、ぐんま絹遺産の代表的な存在なのです。

養蚕・製糸に関するもの

織物に関するもの 流通に関するもの

日本
遺産

ぐんま
絹遺産

明治後半から昭和中期に養蚕が盛ん
だった地区で、集落の発展は女性達の
養蚕や織物に支えられました。

中之条町六合赤岩伝統的
建造物群保存地区（中之条町）

く　 に

明治10年(1877）に操業を開始した国内最初の
官営屑糸紡績工場です。製糸に適さない屑糸や屑
繭の絹糸紡績を行っていました。※原則非公開

くず
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